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２０１５予選リーグ 試合規定 
１．選手登録について 

(１)予選リーグは、２５名まで登録可能。シーズン中での変更は認めません。 

  ただし、登録選手が２５名未満であれば追加は認める。監督・コーチも同様とする。 

(２)予選リーグの背番号については、試合当日のメンバー表交換での記載番号を採用する。 

(３)本選出場確定クラブは、登録選手内にて背番号付のメンバー表を再度提出する。 

 

２．試合時間・会場について 

(１)両クラブ協議の上、決定してください。球場代など、試合にかかる予算も両クラブで負担

願います。 

 

３．試合進行 

(１)野球競技区画線（学童部）塁間２３ｍ、投手間１６ｍ、固定ベース(移動ベース可)で行い

ます。試合球はＣ号球（トップボール）で行います。 

 ※大会公認球はトップボールですが、予選リーグは他社ボールでも可能。 
(２)ベンチは、ホームチームが一塁側、アウエーチームが三塁側。 

(３)主審・塁審の４名は、両クラブより２名ずつ派遣。 

  ※予選の主審・塁審のジャッジは、両クラブの代表者または監督が了解して試合開始した

時点で、試合中の判定への批判・反論は出来ないものとする。審判を務める者にミス判

定があった場合は、審判４名の協議の上、公平な判定を行う。 

(４)ボール・ロジン等の試合で使用するものは両クラブで準備する事。 

(５)シートノック等は、両チーム協議のうえ実施する。 

(６)ベンチに入れる人員は、代表責任者１名（成人）・監督１名（成人）・コーチ２名（成人）・

スコアラー（小学生可）・登録選手２５名以内とする。 

(７)全試合７回戦。３回以降１０点差。５回以降７点差のコールド制を採用する。 

(８)７回終了時引き分けの場合。１アウト満塁・継続打順の特別延長を行う。 

(９)引き分けは、なしとする。 

(10)雨天や災害等で試合進行が困難な場合は、４回終了時点で試合成立とする。 

(11)４回終了までの試合続行が不可能となった場合は、別日に継続試合を採用する。 

(12)試合進行にあたり、項目以外は 2015年公認野球規則・競技者必携を準用する。 

 

４．予選リーグ順位 

(１)勝ち数を最優先。次にリーグでの直接勝敗で順位を確定させる。 

(２)同順位に３クラブ以上並んだ場合で、直接勝敗で確定できない場合は、得失点差により順

位を決する。得失点差でも並んだ場合は、失点数の少ないクラブを上位とする。 

(３)得失点差は、コールドゲーム得失点制を採用する。 

コールドゲームの得失点差は何点差であろうが４回以内コールド終了は 10点。 
５・６回コールド終了は７点。７回終了時に８点以上差の場合も７点で計算する。 
８回以降の特別延長にて決した場合は、得失点を１点とする。 

 

５．取決め事項 

(１)ユニホームは、必ずチームで統一したものにしてください。監督・コーチもユニホームを

必ず着用してください。カラーソックスはチーム内統一であれば可能とする。 

(２)試合前に、グラウンドルールを審判より明確に説明してから行うこと。 

(３)無登録選手を出場させた場合、没収試合として違反を犯したクラブの敗戦とする。 

  選手の重複出場があった場合は、対象クラブは大会辞退とする。 

(４)予選のスポーツ保険等は、各クラブで加入してください。本戦は本部の定めた機関に 

  て、大会専用傷害保険に加入するものとする。 


